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要　旨　　カワムラサザナミガイ Lyonsia kawamurai Habe, 1952が，瀬戸内海より採集された。本
種の採集記録は少なく，タイプ産地の相模湾のほか，紀伊半島，若狭湾と新潟県からの報告がある
のみである。瀬戸内海からの本種の採集は初記録であることから新たな分布記録として報告する。
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諸　　言

　カワムラサザナミガイ Lyonsia kawamurai Habe, 1952は，相模湾をタイプ産地として記載されたサザナミ
ガイ科の一種である（Habe, 1952）。本種の採集記録は少なく，これまでに相模湾（Habe, 1952；Kuroda et 
al., 1971；Okutani, 2006）のほか，紀伊半島，若狭湾，新潟県下越および中越海域（北村・阿部，2001）か
ら報告されているにすぎない。筆者らは本種をこれまで記録のなかった瀬戸内海より採集したので，新たな
分布記録として報告する。

検討試料
サザナミガイ属 Lyonsia Turton, 1822
カワムラサザナミガイ Lyonsia kawamurai Habe, 1952　（Fig. 1）
4個体，いずれもドレッジにて採集
産地： 瀬戸内海　安芸灘　水深42.5m　2個体（No. 1: L（殻長）=18.6 mm, H（殻高）=11.4 mm, B（殻幅）

=5.8 mm, No. 2：L=15.6 mm, H=10.5 mm, B=5.3 mm）（生貝），
　　　 芸予瀬戸　水深26.7m　2個体（No. 3：L=17.6 mm, H=12.3 mm, B=5.8 mm；No.4: L=19.1 mm, H=13.3 

mm, B=6.6 mm）（生貝）

記　載
　殻は楕円型で前縁は丸く，後方へ向かいせばまりつつ長く伸びる。後縁は長く，後端部は裁断状になる。
左右の殻は密着せず，後端部で狭く長楕円形に開く。殻頂はやや前方に位置し，後端部から61%になる。
殻質は薄く脆い。殻表は半透明な銀白色。淡黄色の殻皮をもつ。殻表に細くて弱い多くの放射肋がある。生
時には，この放射肋に沿って多数の砂粒を付着させ全表面を覆っている。殻内面は，真珠光沢のある白色。
殻頂のやや後ろに靱帯と弾帯とが内在する。左右両殻は，白色の石灰質化した殻帯で覆われてつながる。鋏
歯はない。套線は浅く湾入する。

比　較
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　これまでに日本周辺海域からサザナミガイ属（Lyonsia）の種は，カワムラサザナミガイ，サザナミガイ 
Lyonsia ventricosa Gould, 1861，シンテイサザナミガイ L. praetenuis Dunker, 1882の3種が報告されている
（Habe, 1981；Higo et. al, 1999など）（Fig. 2）。
　Habe （1952）は，相模湾より採集された殻長13.1mm，殻高10.2mmの個体をもとにカワムラサザナミガ
イを記載した。タイプ標本に比べ，瀬戸内海から採集された個体は，いずれも殻長に対する殻高の高さが若

Fig. 1.  Lyonsia kawamurai Habe, 1952 collected from the Seto 
Inland Sea.

Fig. 2.  Comparison of the shell forms of the specimens belonging 
to the genus Lyonsia that have been reported from Japanese 
waters.  The filled-inverted triangle (▼) shows the umbo 
of the shell. (besed on the type specimens illustrated in 
Lishike, 1874, Dunker, 1882, and Habe, 1952.)
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干低くい。
　本種に類似するサザナミガイの殻は長円型で，前縁は丸い。後方へ向かい長く伸び嘴状になる。後縁はカ
ワムラサザナミガイに比べ短く，後端部は裁断状になる。殻表面の肋は，後端部に多くなる。殻頂は前方に
位置し，殻後端から約65%の位置する。後縁背面は曲線的で，後端部で狭くなることで異なる（Gould, 
1861）。
　シンテイサザナミガイの殻は楕円型で，前縁は丸い。後方へ向かい長く伸びるが嘴状にならない。殻頂は
前方に位置し，殻後端から約66%に位置する。後縁背面が直線的で後端部は裁断状になることでカワムラ
サザナミガイやサザナミガイと異なる（Dunker, 1882）。シンテイサザナミガイは，Habe（1981）により和
歌山県南部沖，水深200mをタイプ産地として記載された Lyonsia tanakai Habe, 1981に対して提唱された和
名であるが，Huber （2010）は，L. tanakaiを，L. praetenuisのシノニムとしている。本報告では Huber （2010）
の分類に準じ，シンテイサザナミガイの学名として L. praetenuisを用いる。

考　　察

　カワムラサザナミガイの記録は，タイプ産地である相模湾（Habe, 1952）の他には，太平洋岸では紀伊半
島，日本海沿岸域では能登半島沖，若狭湾と新潟県下越および中越海域（Habe, 1952；Habe, 1981；北村・
阿部 , 2001）から報告されているにすぎない。これまでに瀬戸内海からの記録はない（稲葉 , 1988など）。
　本種が採集された海域は，安芸津灘の水深約42mと芸予瀬戸の水深約27mの地点で，いずれもドレッジ
による採集である。底質はそれぞれ礫混じりの砂，やや泥がちな砂であった。同時に採集された軟体動物は，
安芸津灘では，アワジチヒロ Volachlamys hirasei （Bavay, 1904），ナミマガシワ Anomia chinensis Philippi, 
1849，スダレモシオ Nipponocrassatella nana （Adams & Reeve, 1850），ホクロガイ Oxyperas bernardi （Pilsbry, 
1904），クチベニデ Corbula venusta Gould, 1861の5種，芸予瀬戸では，シマメノウフネガイ Crepidula onyx G. 
B. Sowerby I, 1824，アラレガイ Nassarius conoidalis （Deshayes, 1832），マルミミエガイ Didimacar 
tenebrica （Reeve, 1844），ヤマホトトギス Arcuatula japonica （Dunker, 1857），スダレモシオ，ワカミルガイ
Mactrotoma angulifera （Reeve, 1854），ユウシオガイ Moerella rutila （Dunker, 1860），バラフマテ Solen 
roseomaculatus Pilsbry, 1901，クチベニデの9種が記録された。
　本種のタイプ産地は相模湾の水深60-70mであるとされている（Kuroda et al., 1971）。これは，今回の採
集地点よりやや深いが，相模湾における浅海帯から漸深海帯の二枚貝の分布について報告した Okutani
（2006）は，本種が水深100m以浅，およそ10-50mの砂または泥混じりの砂地に生息することを報告しており，
筆者らの調査結果と一致する。また，Okutani（2006）は，カワムラサザナミガイと近似種であるサザナミ
ガイが同所には生息しないことを報告している。今回の調査でも，カワムラサザナミガイが採集された海域
からはサザナミガイは記録されず，両種は棲み分けをしている可能性が示唆される。
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←ここからRecord of Lyonsia kawamurai Habe, 1952 collected from the Seto Inland Sea 
(Mollusca, Bivalvia, Lyonsiidae)
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Abstract　　Specimens of Lyonsia kawamurai Habe, 1952 were collected from the Seto Inland Sea.  The 
archived occurrences of this species have been recorded so far in Sagami Bay (type locality), Wakasa Bay, 
and off-Niigata. We hereby report that additional specimens were newly collected from the Seto Inland Sea.
Key words: Lyonsia kawamurai Habe, 1952, Mollusca, Bivalvia, Lyonsiidae, Seto Inland Sea
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